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４．⽷満市地域観光交通本格運⾏に向けた検討 

4-1 本格運⾏に向けた課題 

平成27年度に引き続き、運行区域を糸満市内全域に拡大して実施した本年度の実証実験では、

日平均乗車人数が昨年比で 2倍の 50 人/日となった。乗客数が増加した要因としては 2 年連続で

実験を行ったことで観光客や市民に対する周知が進み、市内全域への移動が乗り継ぎすることな

く可能となったことなどが挙げられる。また、検討委員である路線バスやタクシー事業者による

と地域観光交通の運行によってバス・タクシーの乗客が減少するなどの大きな影響は無かったと

のことから、従来とは全く違ったデマンド交通サービスによって自動車交通や送迎交通からの転

換、または新たな移動需要の掘り起こしが行われたものと推察される。 

一方、昨年に比べ乗客は倍増したものの収支率は 9％と依然低く、当初の運行目的であった市

内滞在者の移動利便性向上は一定程度達成されたものの、将来的に持続可能な運行を行うにあた

って採算性の面で課題が残された。 

4-2 課題解決に向けた検討 

採算性の向上に向けては運賃値上げによる増収が考えられるが、元来本実験では距離制運賃を

用いるなど全国的にも事例が多い一律運賃に比べ高めに設定されていることから現実的では無

いと考えられる。そのため、今後は運行コストの縮減に向け、運行形態やサービス水準の見直し

に重点を置いた検討を進める。 

4-2-1 運⾏形態・サービス⽔準・経費の⽐較 

複数案の経費を比較するにあたり、基本的な運行形態、サービス水準の選択肢を下表のとおり

とし、それぞれの組み合わせ毎に整理を行った。なお、これまでの実証実験結果で明らかとなっ

たサンエー潮崎シティやサンプラザ糸満、道の駅いとまん周辺へ集中する移動ニーズを踏まえ、

比較する運行形態のひとつに当該施設周辺と各集落を結ぶコミュニティバス（路線定期運行）を

加えている。 

 

サービス水準 
運行形態 

運行区域 運行時間帯 

・市内全域 

・三和・高嶺地区 

・7～21 時（終日） 

・7～8、18～21 時（朝夕）

・9～17 時（昼間） 

・コミュニティバス 

・区域運行 

・既存路線バス（有無や上記との組合せ）

 

比較結果では、運行形態の組み合わせやサービス水準の高低によって予想される市負担額（年

間）が最大 7,330 万円から最小 3,980 万円となっている。（次頁参照） 

当然、サービス水準を低下させるほど経費は下がるものの、本来の目的である市滞在者の利便

性向上は期待できない。そのため、経費・サービス水準ともにバランスの取れた「1-3 朝夕：

南部循環線継続運行、昼間：区域運行」を基本形とした見直し検討が望ましいと考えられる。 
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4-2-2 貨客混載の可能性（参考事例） 

近年、公共交通事業の採算性向上に向けては、北海道や岩手、愛知、京都、宮崎などで路線バ

スに貨物を載せて運行する「貨客混載」の取り組みが行われている。 

取り組み主体は路線バス事業者と佐川急便やヤマト運輸などの貨物自動車運行事業者（物流業

者）となっており、現在は道路運送法第 82 条に基づき、路線バス（旅客車両）に少量の貨物を

混載する形で実施されている。今後は、過疎地等に限りトラック（貨物車両）に旅客を混載でき

るような制度改正も検討されている。 

 

 

出典：平成２８年度地域公共交通シンポジウム in 中部 

「貨客混載による地域交通の維持について」岩手県北自動車株式会社 

 

これらを踏まえ、糸満市西崎（道の駅いとまん北側）にも沖縄ヤマト運輸サービスセンターが

立地し、那覇空港（沖縄ヤマト運輸国内貨物支店）間をコンテナ輸送していることから、将来的

には同区間の運行を検討していた「いとちゃんバス」による貨客混載、さらには市内配送を「い

とちゃん mini」で行い、得られた運送収入により運行を維持していく事も考えられる。 

 


